
「防災スペシャリスト養成」有明の丘研修　令和５年度　第１期　

「応急活動・資源管理」コース

オンデマンド：R５年9月19日（火） ～　10月15日（日）

演　習　：R５年10月12日（木）

単元№ 単元名 単元の概要 講義№ 時間 講師 学習目標

・ 応急活動の流れと業務の概要について説明できる。

・ ロジスティクスの考え方について説明できる。

・ 応急活動と求められる資源管理について説明できる。

・ 政府の初動対応について説明できる。

・ 具体的な応急対策活動に関する計画について説明できる。

・ 政府と被災地方公共団体との連携について説明できる。

3-1-1 39分 豊泉　英明（内閣府） ・ 応急活動の実施にあたっての行政職員の確保の重要性を説明できる。

3-1-2 7分 原　章仁（内閣府） ・ 行政機関の間で行われる応援受援の仕組みを説明できる。

3-2 29分 濱里　要（総務省） ・ 行政機関の応援受援を円滑に行うための留意点を説明できる。

3-3 53分 田代　崇憲（大野城市）

4-1 23分 鳥居　ほのか（環境省） ・ 災害廃棄物処理の概要を説明できる。

4-2 40分 渡邊　高之（常総市） ・ 災害廃棄物処理における資源管理と応援受援を説明できる。

・ 救援物資の民間企業・団体からの調達の実態について説明できる。

・ 救援物資を民間企業・団体から円滑に調達するための留意点を説明できる。

・ 救援物資を民間企業・団体から円滑に調達するための備えを説明できる。

・ 救援物資の輸配送の実態について説明できる。

・ 救援物資の輸配送を民間企業・団体と連携して行う際の留意点を説明できる。

・ 救援物資の輸配送を円滑に行うための事前の備えを説明できる。

・ 活動拠点・環境の確保のための事前準備について説明できる。

・ 災害発生時において、応急活動を行うために求められる空間確保（道路網、活動拠点

等）について説明できる。

・ 災害発生時において、応急活動を行うために求められるサービスの確保（燃料等）

について説明できる。

・ 救援物資の調達業務の流れと留意点を、具体的に説明できる。

・ 救援物資の倉庫業務の流れと留意点を、具体的に説明できる。

・ 救援物資の輸配送業務の流れと留意点を、具体的に説明できる。

・ 救援物資の調達業務の流れと留意点を、具体的に説明できる。

・ 救援物資の倉庫業務の流れと留意点を、具体的に説明できる。

・ 救援物資の輸配送業務の流れと留意点を、具体的に説明できる。

・ 多様な機関と連携して業務を実施する際の課題解決のための着眼点を説明できる。

・
応急活動を効果的に実施するために求められる活動拠点等を確保するうえでの着眼点を説

明できる。

松永　正大

（元 全国物流ネットワーク協会）

宇田川　真之

（防災科学技術研究所）

松永　正大

（元 全国物流ネットワーク協会）

災害対策本部における資源（人的、物的、空間・サー

ビス）の確保、管理における留意点などを演習形式で

学ぶ。

6 活動拠点・環境の確保
応急活動を行うために必要となる活動拠点や通信サー

ビス等の確保について学ぶ。

6-2

6-3

6-4

柴藤　廣公（元　日本水道協会）

64分

27分

救援物資の輸配送に関する実務と課題について学ぶ。

内閣府（防災デジタル・物資支援担当）

光田　毅（東京電力）
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救援物資の調達から輸送・保管・配布における留意点

などを演習形式で学ぶ。

8

【実務担当】

救援物資ロジスティクス演習

/全体討論

【一般管理】

資源管理演習
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7
救援物資

ロジスティクス演習

救援物資の調達から輸送・保管・配布における留意点

などを学ぶ。

0 コース紹介

講

義

4 災害廃棄物処理
被災地における資源確保の例として、災害廃棄物の撤

去・処理の進め方と留意点を事例に基づき学ぶ。

5
救援物資の調達/

救援物資の輸配送

救援物資の調達に関する実務と課題について学ぶ。

3

5-2 31分

6-1 16分

27分

7
32分＋

α

32分

29分

8

【各講義の内容と学習目標】

形式

初動対応における

国との連携

地方公共団体間の

相互応援と受援体制

富永　仁美（全国石油商業組合連合会）

森下　侑里香（佐川急便）

金子　純二（電気通信事業者協会）

0 7分

重森　哲也（内閣府）2

宇田川　真之

（防災科学技術研究所）
1

5-1 37分 西室　幸徳（コメリ災害対策センター）

応急活動の流れと資源管理に関する基本的な考え方に

ついて学ぶ。

国における初動対応の内容とその連携のあり方につい

て学ぶ。

災害時の行政機関の間で行われる応援受援の仕組みと

受援体制について学ぶ。

1

2

応急活動・資源管理総論




